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  　　期待される藤良系種雄牛（「隆之森」・「隆白鳥」）の紹介

九重町肉用牛育種改良組合
組合長 森 清信 氏

○種雄牛造成の経緯

○種雄牛の特徴

藤良系の新しい種雄牛を作るた

め玖珠郡育種組合の取組みとし

て県外種雄牛「隆之国」の精液を

導入し、玖珠郡の高能力雌牛に

交配しました。直接検定牛として

導入した7頭から発育・体型等で

「隆之森」と「隆白鳥」を選抜し、

産肉能力検定を実施しました。

両牛とも発育・体伸・均称に優れ

ており、枝肉形質では特に脂肪

交雑の成績が優秀です。

血統や市場性を考慮すると、気

高系の大型の雌牛への交配が

推奨されます。両牛ともに

FGD3（骨格粗大症（仮））遺伝

子を保有していないので、藤良

系種雄牛の血縁を持つ繁殖雌

牛への交配も可能です。

○交配について

調査会 １

現場後代検定全国調査会枝肉写真

「隆之森」の現場後代検定成績(16頭平均）は脂

肪交雑とﾊﾞﾗ厚で県歴代1位を記録しました。H31

年2月に開催された現場後代検定全国調査会

(12道県42頭出品）では、BMS.NO12が2頭格付け

されたのは「隆之森」だけで高く評価されました。
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現場後代検定枝肉写真（抜粋）

「隆白鳥」は、現場後代検定調査牛の出荷が

完了間近（現21頭成績判明）ですが、特に脂

肪交雑の成績が優秀で、第43回九州管内系

統和牛枝肉共励会や大分県畜産共進会にお

いてそれぞれBMS.No11に格付けされました。

当地域より連続して2頭の種雄牛が誕生したことを大変うれしく思

います。「隆之森」も「隆白鳥」も父牛が「隆之国」で藤良系の種雄

牛であることから、繁殖雌牛として多く飼養されている気高系雌牛

へ交配しやすい種雄牛です。これから、地域はもとより広く県内の

生産者の皆様に利用していただけたらと思います。
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